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等質空間を前提条件とせずに非等質の空間をも分析可能として、その長所を述べている。 
  第 2章では、本研究で行われた視線知覚に関わる 2つの実験が記述されている。実験
1では、視線知覚空間の異方性を観察距離 100cmの条件で行った。物理的注視点は 11種
類の角度と 4 種類の距離に基づく 44 地点で、観察者は、知覚的注視点を床に貼られた
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と。 
② 異方性の大きさは、写真刺激が提示されるテレビ画面から観察地点までの距離に寄っ
て異なり、注視地点が観察者の後方にあるような観察距離の方が、観察者の前方にあ
るような観察距離よりも異方性の程度が大きい。すなわち、奥行き方向がより縮小さ
れる。そして、写真の人物が男性顔の方が女性顔よりも視線知覚空間が広い。 
③ 斜交軸における空間の異方性の程度を測定する幾何学モデルを提案した。これによっ
て、対象とする空間は直交性がなくても異方性の程度および斜交軸の角度も測定可能
となる。 
 本研究において提案された斜交軸をもとにした異方性の幾何学モデルは、今後の異方
性の研究において重要な役割を果たすものと考えられる。従来までの異方性の研究は対
象とする空間は直交軸によって構成されているという前提があり、これが満たされない
空間であると、異方性の程度を測定することが難しかった。異方性におけるこの課題が
一つ解決されたことになる。また、他人と視線を合わせるのを避ける傾向にある自閉ス
ペクトラム症児のような場合では、視線空間知覚はどのような特性があるのか、これが
一般的な視線知覚空間と異なるようであれば、自閉スペクトラム症児の視線の問題を分
析するにあたり、一つの視点を与えるであろうし、場合によっては、視線空間を測定す
ることによって自閉スペクトラム症児の検出にも貢献する可能性を秘めている。視線方
向のずれの程度が自閉症の症状の程度と関連があるようであれば、自閉症の治療にも関
わってくるであろう。 
 残された問題として、まず、アフィン変換では、直線は直線に変換され、知覚空間に
おける直線が曲線に知覚されるような現象は説明できない。非線形性をも扱い、異方性
の程度も測定できるような幾何学モデルが提唱できるかどうかが残されている。そして、
Luneburgが提唱する双曲型幾何学モデルとアフィン変換との間の関連性も示されていな
い。双曲型幾何学モデルで表される平行線と等距離線の不一致や、中点連結定理が成り
たたないという現象等は、アフィン幾何学モデルで説明できるのかといった問題も明ら
かにされていない。ともに今後の課題であろう。 
 以上、本論文が、著者のオリジナルな視点からの研究に基づき、大きな成果を生み出
していることにより、本学位委員会は、森将輝君が博士（政策・メディア）の学位を与
えられる資格あるものと認める。 
 
 
